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応穏おおず 2004 7月号

大洲喜多合併協議会合併協定調印式

肱川流域都市一

リジエール大洲で行われました。

ささえあうーみとめあい

王む

令併協定調印式が5月31日(月)、

す ごS 甫 ・墨浜町 ・肱 川 町 ・河辺村

併 I 協 定調印例0..
c:・

来
W医霊E。
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奉
奉
の
え
州
ド
夢
を
託

L

T

新
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し

て
、
平
成

日
年

1
月
に
「
大
洲
喜

多
合
併
協
議
会
」
を
設
立
し
て
以

来、

-
年

5
ヶ
月
に
わ
た
る
協
議

を
経
て
、

5
月
初
日
に
開
催
し
た

第
口
回
大
洲
喜
多
合
併
推
進
協
議
会

を
も
っ
て
、
新
市
建
設
に
向
け
た
合

併
協
議
辺
項
目
の
確
認
作
業
を
終
了

し
、
合
併
協
定
書
に
調
印
し
ま
し
た
。

協
議
会
会
長
の
桝
田
市
長
か
ら

は
、
「
4
市
町
村
が
さ
ら
に
協
力
し
、

豊
か
な
自
然
や
歴
史
を
生
か
し
た
魅

力
的
な
ま
ち
守
つ
く
り
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

新
市
は
現
在
の
大
洲
市
役
所
を
本

庁
と
し
、
ほ
か
の
町
村
の
役
場
は
支

所
の
扱
い
に
な
り
、
住
民
サ
ー
ビ
ス

の
維
持
に
努
め
ま
す
。

新
庁
舎
建
設
は
、
交
通
事
情
や
利

便
性
を
考
慮
し
、
長
期
財
政
計
画
の

調
整
を
図
り
、
新
市
に
お
い
て
検
討

し
ま
す
。

合
併
後
の
人
口
は
、
約

5
万
2

8

0

0
人
に
な
り
ま
す
。

現
在
、
大
洲
市
を
は
じ
め
と
す
る

各
市
町
村
の
事
務
レ
ベ
ル
の
調
整
を

図
る
た
め
担
当
者
会
議
を
も
ち
、
来

年

1
月
日
日
の
新
市
発
足
に
向
け
た

準
備
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

大!
月 A

ト2
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洋
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2004 7月号応穏おおず

次
の
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
健
全
な
遊
び
を
と
お
し
て
、
た
く
ま
し

く
育
て
る
た
め
に
大
洲
児
童
館
が
新
築
さ
れ
ま
し
た
。
3
月
辺
日
に
落
成
し

た
ば
か
り
の
ピ
カ
ピ
カ
の
児
童
館
を
紹
介
し
ま
す
。

新しい児童館へ行ってみよう!

写/，

H ム e

'町、"'i'!I 

一てょ
に/i、 l

以
前
の
児
童
館
と
言
え
ば
、
城
山

に
あ
り
、
館
内
の
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
で

跳
ね
た
り
、
図
書
室
で
本
を
読
ん
だ

り
と
い
う
思
い
出
や

V
Y
S
の
お
兄

さ
ん
や
お
姉
さ
ん
た
ち
に
遊
ん
で
も

ら
っ
た
と
い
う
記
憶
の
人
も
多
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

現
在
の
新
し
く
生
ま
れ
変
わ

っ
た

大
洲
児
童
館
は
、

三
の
丸
の
菖
蒲
園

前
に
位
置
し
、
完
成
し
つ
つ
あ
る
天

守
閣
を
目
の
前
で
な
が
め
ら
れ
る
絶

好
の
位
置
に
あ
り
ま
す
。
幼
児
・
小

学
生
を
対
象
に
開
放
さ
れ
た
場
所
と

い
う
イ
メ
ー
ジ
に
留
ま
ら
ず
、
幼
い

子
ど
も
を
持
つ
保
護
者
も
い

っ
し
ょ

に
活
動
す
る
場
と
し
て
機
能
し
て
い

ま
す
。

取
材
に
訪
れ
た
日
は
「
ひ
よ
こ
ク

ラ
ブ
」
と
い
う
幼
児
と
保
護
者
を
対

象
に
し
た
教
室
の
開
催
日
で
し
た
。

幼
児
と
保
護
者
の
お
組
、
印
人
が
参

加
し
て
、
み
ん
な
で
楽
し
む
サ
ー
ク

ル
活
動
の
よ
う
な
印
象
で
、
1
時
間

が
瞬
く
聞
に
過
ぎ
て
い
き
ま
し
た
。

ク
ラ
ブ
の
紹
介

ひ
よ
こ
ク
ラ
ブ
・
:
保
育
所
や
幼
稚
園

に
通
園
し
て
い
な
い

2
・
3
歳
児
と

そ
の
保
護
者
が
対
象
で
す
。
い
ろ
い

ろ
な
親
子
遊
び
、
子
育
て
の
情
報
交

換
、
友
達
づ
く
り
の
場
と
な

っ
て
い

ま
す
。

毎
週
木
曜
日
の
午
前
日
時
叩
分
か

ら
午
前
日
時
却
分
ま
で
開
催
し
て
い

ま
す
。

あ
ひ
る
ク
ラ
ブ
・
・
・
幼
稚
園
児
と
保
護

者
が
対
象
で
す
。

毎
月
土
曜
日
午
前
叩
時
却
分
か
ら

午
前
日
時
初
分
ま
で
開
催
し
て
い
ま

す
。

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
・
・・小
学
l
年
生
か

ら
4
年
生
が
対
象
で
す
。
敷
地
内
で

で
き
る
軽
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
ク
ラ

ブ
で
す
。

毎
月
l
回
土
曜
日
ま
た
は
日
曜
日

の
午
後
2
時
か
ら
午
後
3
時
却
分
ま

で
開
催
し
て
い
ま
す
。

創
作
ク
ラ
ブ

・
・
・
小
学

3
年
生

か
ら

6
年
生
が
対
象
で
す
。
「
も
の
」

を
つ
く
る
喜
び
を
味
わ
う
ク
ラ
ブ
で

す
。毎

月
1
回
土
曜
日
ま
た
は
日
曜
日

の
午
後
2
時
か
ら
午
後
3
時
却
分
ま

で
開
催
し
て
い
ま
す
。

今
日
は
み
ん
な
で
ハ
イ
キ
ン
グ

「
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
」

ク
ッ
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ
・
:
小
学
l
年
生

か
ら

6
年
生
が
対
象
で
す
。
児
童
に

も
で
き
る
料
理
の
ク
ラ
ブ
で
す
。

毎
月
l
回
土
曜
日
午
前
叩
時
却
分

か
ら
正
午
ま
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

母
親
ク
ラ
ブ
・
:
「
ひ
よ
こ
ク
ラ
ブ
」

に
加
入
し
て
い

る
2
・
3
歳
児
の
保

護
者
の
会
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

大
洲
児
童
館

2
@
2
2
8
5
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• 大洲城

市民会館

肱

とみす察・ ョ.
大洲保育所・ ‘ '菖蒲因
子育て支援.

センター

坦型一 虚空• 大洲市役所

城下町と青空をイメージした館内• 大洲南中学控 由

大洲消防署和
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大洲小学控・
大洲高等学館・
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3定通安全のきまりを守ろう!

平
成

2年
2度

官自
2衛

1等
主事

す案
内

一
般
曹
候
補
学
生

日
歳
か
ら
担
歳
未
満
の
人
を
対
象

に
、
陸
・
海
・
空
自
衛
隊
の
曹
の
基

幹
要
員
と
な
る
自
衛
官
を
養
成
す
る

た
め
の
コ

l
ス
で
す
。

葺
候
補
士

山

ω
歳
か
ら
幻
歳
未
満
の
人
を
対
象

に
、
陸
・
海

・
空
自
衛
隊
の
部
隊
で

経
験
を
積
み
、
曹
の
自
衛
官
を
養
成

す
る
た
め
の
コ

l
ス
で
す
。

航
空
学
生

高
校
を
卒
業
し
た
人
お
よ
び
高

専

3
年
修
了
し
た
人
(
見
込
み
を
含

む
)
、
ま
た
は
高
校
卒
業
と
同
等
以

上
の
学
力
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
人

を
対
象
に
、
将
来
海

・
空
自
衛
隊
の

パ
イ
ロ
ッ
ト
・
戦
術
航
海
士
(
海
上

自
衛
隊
)
に
な
る
べ
き
幹
部
自
衛
官

を
養
成
す
る
コ

l
ス
で
す
。
回
年
度

か
ら
は
、
女
性
の
採
用
も
始
め
ま
し

た。2
等
陸
・
海
・
空
士

陸
上
自
衛
官
は

2
年

(
一
部
の
技

術
系
は

3
年
)
、
海
上
お
よ
び
航
空

自
衛
官
は

3
年
を
一
任
期
と
し
て
勤

務
す
る
自
衛
官
の
コ

1
ス
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

自
衛
隊
愛
媛
地
方
連
絡
部

大
洲
募
集
事
務
所

mu
@
4
1
2
3
 

ホ
l
ム
ペ

l
ジ

宮
門
司
一
ミ
宅
老
若
・開
『
ユ
ヨ
刊・
自己。・」己
何回E
加。
」
-u

応顎おおず

募集種目 資 格 受付期間 試験 日 試験会場

一般曹候補学生 18歳以上 24歳未満の人 8 月 2 日 ~9 月 8 日
1次 9月18日

大洲市民会館
2次 10 月 9 日 ~15 日

奮候補 士 18歳以上 27歳未満の人 8 月 2 日 ~9 月 8 日
1次 9月18日

大洲市民会館
2次 10 月 9 日 ~15 日

高卒 (見込み)21歳未満 1次 9月23日
航空学生

の人
8 月 2 日 ~9 月 8 日 2次 10月 16 日 ~21 日 松山大学

3次(空) 11 月 14 日 ~ 12月 10 日

2等陸・ 男子 年間を通じて行っています 9月19日
大(※で男実女淵子施市子の予み民は定) 会松館山18歳以上 27歳未満の人

海・空士 女子 8 月 2 日 ~9 月 8 日 9月26・27日

交
通
安
全
教
室
が

5
月
7
日
(
金
)
、
久
米
小
学
校
児
童
と

久
米
幼
稚
園
児
を
対
象
に
久
米
小
学
校
で
聞
か
れ
ま
し
た
。

大
洲
警
察
署
、
大
洲
交
通
安
全
協

会
、
大
洲
市
交
通
指
導
員
、
大
洲
市

交
通
安
全
母
の
会
の
協
力
に
よ
り
、

道
路
の
安
全
な
歩
き
方
や
自
転
車

の
正
し
い
乗
り
方
な
ど
を
学
び
ま
し

た。
開
会
式
の
後
、
運
動
場
を
実
際
の

道
路
に
見
立
て
た
コ

l
ス
で
歩
行
訓

練
や
自
転
車
の
走
行
訓
練
を
し
ま
し

た
。

生
徒
た
ち
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
訓
練

を
真
剣
な
態
度
で
取
り
組
み
、
交
通

安
全
の
知
識
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

5
月
末
現
在
の
交
通
事
故
の
件
数

や
負
傷
者
の
数
が
、
前
年
の
同
時
期

と
比
べ
る
と
増
え
て
い
ま
す
。

夏
休
み
を
目
前
に
控
え
て
、
出
か

け
る
機
会
が
多
く
な
り
ま
す
。
交
通

事
故
に
十
分
注
意
し
て
楽
し
く
過
ご

1
レ
宇
品

l
v

よ、つ
。

4
『
正
し
い
自
転
車
の
乗
り
方
の
練
習

hvみ
ん
な
真
剣
な
表
情

hv練
習
の
成
果
を
発
揮



(7，月は「沼')//，愛護月間'-1)

感辺{医;

砲
ん
描
で

市
内
一
斉
清
需

今
年
も
市
内

一
斉
清
掃
(
郷
土
美

化
運
動
)
を

7
月
日
日
(
第
3
日
曜

日
)
に
実
施
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご

参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

清
掃
場
所

市
内
の
河
川
、
道
路
、
公
固
な
ど

作
業
内
容

草
刈
り
、
ゴ
ミ
収
集

・
除
去
、
下

水
溝
の
清
掃
な
ど

問
い
合
わ
せ
先

保
険
環
境
課
環
境
保
全
係

告

@
2
1
1
1
(内
線

1
6
2
)

※
作
業
時
間
に
つ
い
て
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
内
で
ご
確
認
く
だ
さ

し
※
こ
の

一
斉
清
掃
以
外
に
地
域
活
動

と
し
て
清
掃
作
業
の
予
定
が
あ
る

場
合
は
、
あ
ら
か
じ
め
保
険
環
境

課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

@ 

~自揖車編~あ恕たの大切恕ものを守るために
まず、カギをかけましょう!

そのほかいくつ実行していますか?

自転車防犯登録証

防犯登録証

大-01234
愛媛県

このような登録証が
自転車に貼られていま
すか?
万一、盗まれた場合

にも手配を正確に行う
ことができます。

自転車のカゴの中のバッグ
や荷物をひったくりから守る
ために、ネットやカバーを取
り付けましょう。

大洲警察署
大洲地区防犯協会

「住所・氏名(苗字)Jを
記入することにも防犯効果
があります。

通常のカギ
のほかにワイ
ヤー錠でツー
ロックにする
と効果的です。

5 
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パート 2

特
集

え
砂

えひめ町並博 2004

ま
す

2
0
0
4
 

4
月
か

5
南
予
一
円
で
ス
タ
ー
ト
し
た
「
え
ひ
め
町
並
博
2
0
0
4」
。

ド
ア
ッ
プ
し
て
、
本
格
開
催
へ
と
進
ん
で
い
き
ま
す
。

今
回
は
、
大
洲
市
町
並
博
2
0
0
4
実
行
委
員
会
が
主
催
す
る
事
業

と
に
し
ま
す
。

特集

灯

-~ 
。
。

肱
川
沿
い
を
人
の
持
つ
「
提
灯
」

な
ど
で
ほ
の
か
に
照
ら
し
出
す
灯

り
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
川
面
を
は
さ

ん
で
照
ら
す
灯
り
と
「
大
洲
城
」
な

ど
の
施
設
を
照
ら
す
ラ
イ
ト
と
が
相

ま
っ
て
、
幻
想
的
な
灯
り
の
空
間
を

演
出
し
ま
す
。

司

県
実
行
委
員
会
主
催
の
ラ
イ
仏

f

ア
ッ
プ
イ
ドベ
ン
ト

「
星
祭
り
」

右

民
、

提
携
事
業
で
、

『夜
間
の
開
催
と
島
町

ま
す
が
、
市
民
の
皆
さ
ん

dmwご
協

力
を
前
提
と
し
た
「
市
民
姦
加
型
J
E

ベ
ン
ト
」
と
し
て
企
画
し
て
川
討
す
。

提
灯
を
持
っ
て
肱
川
沿
い
を
歩
き
、

幻
想
的
な
灯
り
の
オ
ブ
ジ
ェ
を
構
成

す
る

一
人
と
し
て
、
こ
の
企
画
に
参

加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

開
催
当
日
の
様
子
は
、

地
元
C

A
T
V
の
協
力
で
映
像
記
録
に
と
ど

め
、
後
日
上
映
会
な
ど
を
通
じ
て
皆

さ
ん
に
も
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ

う
配
慮
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
積
極
的
な
ご
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。
詳
し
い
内
容
な
ど

に
つ
い
て
は
、
市
実
行
委
員
会
事
務

局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

開
催
日
一

8
月
お
日
(
土
)

※
天
候
や
河
川
の
状
態
で
順
延
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ニ
ノ
丸
音
楽
祭

••• 

7
月
か
う
は
、
内
容
も
ま
す
ま
す
グ
レ
ー

(
地
域
企
画
イ
ベ
ン
ト
)
を
ご
紹
介
す
る
こ

エポ

EPOプロフィール
ダウンタウン

1980年、 RVCレコードよりroOWNTOWNJでデビ‘ユ一、 80年代を代表する大

ヒット曲となる。

近年、日本国内外にて様々な「場」でのコンサートを積極的に展開中。

「声」という楽器を通じ、現代音楽をはじめ、様々芯ジャンルのミユージ‘シャンとの

実験的な音楽交流も注目されている。パフオーマーとしての重要なフィールドワーク

として、「歌うとと」の原点とも言える居酒屋での「流し」、沖縄那覇平和通り商居街で

の「大道芸」も定期的に行うかたわら、ホール、教会、寺、病院、ホスピス、学校など「場J
や「客層」に合わせたユニークなコンサートメニューが話題となっている。

6 

パ
ー
ト
2

.. ，
F

イ
吟一川

EPOさんの屋外ライブの模様 (写真右)
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特
の
癒
し
の
空
間
を
演
出
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
2
階
は
約
1
0
0
年
に

及
ぶ
映
画
の
歴
史
を
中
心
に
、
古
い

映
像
機
材
の
数
々
を
懐
か
し
い
映
画

の
ポ
ス
タ
ー
な
ど
と
共
に
展
示
す
る

「
フ
ィ

ル
ム
サ
ロ
ン
」
が
併
設
さ
れ

て
い
ま
す
。

映
画
以
前
の
光
と
影
の
遊
び
「
マ

ジ
ッ
ク
ラ
ン
タ
ン
(
幻
燈
機
)
」
や

「
エ
ジ
ソ
ン
の
キ
ネ
ト
ス
コ
ー
プ
映

写
機
」
な
ど
珍
し
い
逸
品
が
皆
さ
ん

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

開
催
期
間

一
平
成
げ
年
3
月
白
日

ま
で

入
館
時
間

一
午
前
9
時
却
分
か
ら

午
後
4
時
却
分
ま
で

入
館
料

一
大
人
3
0
0
円

小
人

1
5
0
円

映
画
屋
外
上
映
会

パート 2

7
月
日

日
か
ら
は
、
夜
の
大
洲

を
彩
る
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
事
業
が
県
実

行
委
員
会
の
主
催
で
ス
タ
ー
ト
し
ま

す
。

h

こ
れ
に
併
せ
て
、
夜
の
大
洲

f
ha

楽
し
み
「
映
画
屋
外
上
映
会
」
金
夫

施
し
ま
す
。
上
映
は
夜
時

d
-ペ
ク

広
場
を
中
心
に
実
施
し

奇
が、

仁

部
は
屋
内
を
使
っ
て
実
施
す
訓
ヂ
定

で
す
。
な
お
、
こ

の
上
映
会
は
有
料

で
実
施
し
ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ
る

人
は
お
早
め
に
市
実
行
委
員
会
事
務

局
ま
で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

上
映
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ

7
月
お
日
(金
)

松
本
零
士
ア
ニ
メ
作
品

「
9
9
9
」
が
出
る
か
「
ヤ
マ
ト
」

えひめ町並博 2004特集

が
出
る
か
、
お
楽
し
み
に

7
月
白
日
(木
)

次
郎
物
語

名
作
の
映
画
化
。
「
加
藤
剛
」

の
お
父
さ
ん
役
が
い
い
。

7
月
初
日
(金
)

ぼ
く
ら
の
七
日
間
戦
争

幼
さ
の
残
る
「
宮
沢
り
え
」
の

好
演
が
話
題
の
作
品

7
月
引
日
(土
)

長
靴
を
は
い
た
猫

ア
ニ
メ
作
品
と
し
て
親
子
で
楽

し
め
ま
す
。

8
月
1
日
(日
)

野
+
舗
の
墓

デ
ビ
ュ
ー
聞
も
な
い
「
松
田
聖

子
」
の
初
々
し
い
演
技
が
見
も
の

8
月

6
日
(金
)

怪
談
も
の

四
谷
怪
談
か
、
は
た
ま
た
お
菊

の
亡
霊
か
、
伝
統
的
な
怪
談
も
の

を
予
定

8
月
凶
日
(金
)

懐
か
し
の
ア

ニ
メ

昭
和
刊
年
代
、
印
年
代
の
ア
ニ

メ
三
本
す
存
、
を
予
定

9
月
叩
口
叫
(金
U

9
月
下
(
金
出

い
タ

れ
も
イ
面
上
映
会
。
事

代
J
可
に
行
去
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
基
づ

会
、
人
気
の
高
い
「
邦
画
」
「
洋
画
」

の
名
作
を

l
作
品
ず
つ
上
映
し
ま

す。9
月
割
日
(金
)

船
を
降
り
た
ら
彼
女
の
島

愛
媛
県
が
製
作
に
乗
り
出
し
た

劇
場
公
開
作
品
。
主
演
の
「
木
村

佳
乃
」
、
お
父
さ
ん
役
の
「
大
杉
漣
」

内

J

お
お
守
町
並
み
探
検

会
場
回
遊
型
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て

計
画
し
て
い
る
の
が
「
お
お
ず
町
並

み
探
検
」
。
す
で
に
「
町
並
み
電
波

ゲ
l
ム
」
に
続
き
、
来
る

9
月、

叩

月
に
も
楽
し
い
企
画
を
準
備
し
て
い

ま
す
。
特
に
叩
月
は
、
「
大
洲
城
の

埋
蔵
金
を
探
せ
」
と
題
し
て
、
大
洲

の
町
並
み
を
ク
イ
ズ
と
ミ
ニ
ゲ
l
ム

で
た
ど
る
企
画
を
実
施
し
ま
す
。
こ

の
企
画
は
「
大
洲
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

連
絡
協
議
会
」
と
の
共
催
で
開
催
す

る
も
の
で
、
「
ひ
ま
わ
り
号
」
も
特

別
参
加
す
る
予
定
で
、
車
椅
子
を

使

っ
て
い
る
人
も

一
緒
に
楽
し
め
る

内
容
の
も
の
と
し
て
計
画
し
て
い
ま

す。
9
月
の
企
画
は
、
推
理
も
の
に
な

る
の
か
、
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
体
験
型

の
も
の
に
な
る
の
か
、
現
在
調
整
中
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
参
加
さ
れ
た
皆

さ
ん
に
、
大
洲
の
町
並
み
を
楽
し
く

味
わ

っ
て
い
た
だ
け
る
内
容
に
し
た

い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

{
開
催
予
定
日
}

9
月
ロ
日
(日
ニ

一
内
容
は
調
整
中

叩
月
口
日
(日
)
」

「
大
洲
城
の
埋
蔵
金
を
探
せ
」

【
内
容
詳
細
な
ど
}

開
催
内
容
の
詳
細
な
ど
は
、
市
実

行
委
員
会
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
随
時
P
R
チ

J
シ
な
ど
も
発
行
し
て
い
く
予
定
で

す

作
品
規
格

・
絵
画
の
部

4
号
、
額
装
し
た
も
の

・
写
真
の
部

4
つ
切
り
、
パ
ネ
ル
ば
り

【
提
出
場
所
及
び
展
示
会
場
】

山
荘
画
廊

{
展
示
期
間
}

・
絵
画
の
部

叩
月
四
日
(火
)
1
出
日
(
日
)

.
写
真
の
部

9
月
7
日
(
火
)
1
ロ
日
(
日
)

{
展
示
時
間
}

午
前
叩
時
か
ら
午
後
5
時

【
そ
の
他
}

詳
細
は
、
市
実
行
委
員
会
事
務
局

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

• 
写

真

展

お
お
?
の
祭
り

大

集

.a恥
CI 

7 
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叙勲・褒章

春
の
叙
勲
・
褒
章

(
4
月
白
日

付
)
で
大
洲
市
か
ら
次
の
方
が
受

章
さ
れ
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

旭
日
双
光
章

槍

田

芳

丈

さ

ん

(

中

村

)

大
洲
商
工
会
議
所
副
会
頭

(
経
済
産
業
振
興
功
労
)

第
羽
田
安
通
安
全
県
民
大
会
が

5
月
お
日

(
金
)
、
松
山
市
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

大
洲
市
か
ら
次
の
個
人
と
団
体
が
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

E
3
E
 

4
4一
吋
長
。
守
、
1
4

A
V川
本

一
す
え
m叫

'
P
J
J
茸
』勾φ
品
川
#
#
会

t

u
k
A
A号
室
是
也

m
Sパも
t

d
s

hABAFえ
は
Aι
八
〈

a
A
I
t

話
均
外
リ

ir--Jrw作、すム叩
4
f

l

グ治

TU554A官
品
氏
式
会

に
ふ
た

i
A
e
k
J
L
一

白

E
F

P
A
F
A
P

'
 

え叫

J

S
LFPEA守
行

ふ求心
h
n
d
仇

え
4
幼
緑
川

ミ
L

L
ψ

タ一
7
7
R

ふ
'
k
a
'
'
U
M
-
-
T
土
げ
と
合
、
4
h

古
川
附
主
主
夫
人
生
B
H
4
h
h合

格
u
q
L
h
y
d
t
s
J
4
A
止、
P
W
A

え
i

‘
ι
J品川
本

ι
h
A
-n
、仏よ
L'

f
iJ
2
止
法
主
A
Kえ
A
S

!ふ
t
q
-
A
4
白
木
彰
L
i
r

rs『
，A
t

g

企庁

Ft

h
p
今
待

交通安全功労知事表彰
功労岩の部

青木 古久 さん (菅田町字削 (写真右)

大洲交通安全協会長。交通安全思想の

普及のため積極的に交通安全教室などを

開鑑し、交通事故の防止に努めました。

交通安全功労知事表彰
団林の部

大洲幼稚園こじかクラブ (大湖)(写真中央)

圏外での歩行指導や母と子の交

通安全教室を積極的に開催し交通

安全意識の高揚に努めました。

交通安全県民総ぐるみ
運動愛媛県本部長感謝状

滝野 満iきさん(柏木) (写真左)

大洲交通安全副協会長。交通

安全活動に積極的に従事し、事

故防止対策事業を推進しました。

8 

大
洲
市
民
吹
奏
楽
固

定
期
演
奏
会
の
ご
案
内

名
称
を
大
洲
ブ
ラ
ス
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
か
ら
大
洲

市
民
吹
奏
楽
団
に
改
め
て
、
初
の
コ
ン
サ
ー
ト
。

あ
く
ま
で
も
良
質
の
音
楽
を
求
め
て
。

私
た
ち
は
、
大
洲
市
を
拠
点
に
初

代

l
m代
の
社
会
人
で
音
楽
活
動
を

し
て
い
る
吹
奏
楽
団
で
す
。

こ
の
度
、
定
期
演
奏
会
を
開
催
し

ま
す
。皆

さ
ん
お
誘
い
あ
わ
せ
の
上
、
是

非
ご
来
場
下
さ
い
。

団
員

一
向
、
心
よ
り
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

日
時

8
月
H
日
(
土
)

開
場

午
後
6
時
却
分

開
演

午
後
7
時

場
所

大
洲
市
民
会
館
大
ホ
l
ル

司
会

ら
く
さ
ぶ
ろ
う

指
揮

上

甲

和

博

曲
目

デ
ィ
ズ
ニ
ー
メ
ド
レ
ー
、

マ
ン
ボ
ス
ペ
シ
ャ
ル
な
ど

入
場
料

一
般

5
0
0
円
(
当
日
券
あ
り
)

小
学
生
以
下

無
料

問
い
合
わ
せ
先

大
洲
市
民
吹
奏
楽
団
代
表

佐

藤

義

輝

公

@
4
8
8
7

大
洲
市
民
吹
奏
楽
団

ホ
l
ム
ペ
l
ジ

宮
門
℃
・

¥¥
B
2三
u
刊『
印
・
加
。
。
・
口
町
」
℃
診
。
ヨ
刊
¥

。N凹】
凹
己
同



2004 7月号巴寵ああず

介護保険料のお知らせ

3

6薦
以
上
A
w
m
m
e
さ
ん
へ

3

f.i)t・

・・.，・E・
一-

__._，-

-， ・・ E -
~ム--="'"ヨ

ー

・・~，

=jf[圃

一

0:保険料はいくらになるのですか?

A :表のように所得によって決まります。

介
護
保
険
制
度
で
は
、
必
要
と
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
量
や
閃
歳
以
上
の
人
の
数
に
よ
っ

て、

3
年
ご
と
に
保
険
料
が
見
直
さ
れ
ま
す
。
今
年
度
は
、
す
で
に
平
成
百
年
度
に

お
い
て
見
直
さ
れ
て
い
る
た
め
、
保
険
料
基
準
額
の
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

区分 対 象 者 保険料算定 保険料年額

第 1段階
0生活保護の受給者

基準額XO.5 20，300円0老齢福祉年金の受給者で住民税非課税

第 2段階 0世帯全員が住民税非課税 基準額XO.75 30，400円
第 3段階 0本人が住民税非課税 基準額 40，600円
第 4段階 0本人が住民税課税で合計所得金額が'200万円未満 基準額X1.25 50，700円
第 5段階 0本人が住民税課税で合計所得金額が200万円以上 基準額X1，5 60，900円

日
月

・
l
月

・
3
月
で
す
。

特
別
徴
収

老
齢
(
退
職
)
年
金
額
が
年
額
回

万
円
以
上
の
人
は
、
年
金
か
ら
差
し

引
か
れ
ま
す
。

4
月
・

6
月
・

8
月
は
、
一

部
の

人
を
除
き
、
前
年
度

2
月
分
の
保
険

料
額
を
そ
の
ま
ま
納
付
し
ま
す
。
《
仮

徴
収
V

日
月
・
ロ
月
・

2
月
は
、

保
険
料
は
ど
う
や
っ
て

納
め
る
の
で
す
か
?

※平成 15年度から平成 17年度までの 3年聞は保険料の基準額の変更はありません。

納
め
る
方
法
は
年
金
額
に
よ
っ
て

2
種
類
あ
り
ま
す
。

普
通
徴
収

老
齢
(
退
職
)
年
金
額
が
年
額
凶

万
円
未
満
の
人
は
、
納
付
書
で
個
別

に
納
付
し
ま
す
。

納
期
は
、

7
月

・
9
月

-m月
・

0:介護保険は、いまどんな状況ですか?

A:高齢化が進み、介護サービスを受ける「人数Jと
「量」が増えています。
下の表のとおりです。

859人

807人
684人

1，000 

800 

600 

400 

200 

本
年
度

平平
成成
14 15 
年年
度度

利用者の推移(大洲市)

平平
成成
12 13 
年年
度度

介護保険サービス

。

に
確
定
し
た
年
額
保
険
料
か
ら
仮
徴

収
額
を
引
い
た
額
を
納
付
し
ま
す
。

《
本
徴
収
V

※
な
お
、
年
金
額
が
日
万
円
以
上
の

人
で
も
、
次
の
よ
う
な
と
き
に
は
「
普

通
徴
収
」
扱
い
に
な
り
ま
す
。

.
年
度
の
途
中
で
臼
歳
に
な
っ
た

0

.
年
度
の
途
中
で
他
の
市
区
町
村
か

ら
転
入
し
た

0

.
年
度
の
途
中
で
所
得
段
階
が
変

わ
っ
た

0

.
年
度
の
初
め

(
4
月
l
日
)
に
は

年
金
を
受
給
し
て
い
な
か
っ
た
。

納
め
忘
れ
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

特
別
な
事
情
が
な
い
の
に
保
険
料

を
滞
納
し
て
い
る
と
、
滞
納
期
間
に

応
じ
て
サ
ー
ビ
ス
に
か
か
る
保
険
給

付
が
受
け
ら
れ
な
く
な
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。

221:意4，825万円

13億
1，853万円

21億9万円
-ーー~2，184万円2，065万円

16j意3，466万円
1，373万円

“介護サービス量が増える"
Eコ高額介謹サービス費・審査手盟判

Eコ施設費用額

Eコ 在宅サービス費用額

億円
25 

20 

15 

①
1
年
以
上
滞
納
す
る
と
、
サ
ー
ビ

ス
の
利
用
が
い
っ
た
ん
全
額
自
己

負
担
と
な
り
、
申
請
に
よ
り
あ
と

で
給
付
さ
れ
ま
す
。

②
1
年

6
カ
月
以
上
滞
納
す
る
と
、

保
険
給
付
が
一
時
差
し
止
め
と

な
っ
た
り
、
滞
納
し
て
い
た
保
険

料
と
相
殺
さ
れ
た
り
し
ま
す
。

③
2
年
以
上
滞
納
す
る
と
、
利
用
者

負
担
が

l
割
か
ら

3
割
に
引
き
上

げ
ら
れ
た
り
、
高
額
介
護
サ
ー
ビ

ス
が
受
け
ら
れ
な
く
な
っ
た
り
し

ま
す
。

災
害
な
ど
の
特
別
な
事
情
で
一
時

的
に
保
険
料
が
納
め
ら
れ
な
く
な
っ

た
と
き
は
、
高
齢
福
祉
課
ま
で
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

高
齢
福
祉
課
介
護
保
険
管
理
係

包

@

2
1
1
1
(内
線

1
7
3
)

9億
788万円

平
成
市
年
度

費用額の推移(大洲市)

13撞
3，166万円

7億
4，778万円

平
成
叫
年
度

12億6.103万円
841万円

9億
8，868万円

6億
3，225万円

平
成
問
年
度

介護保険サービス

4億
4，122万円

平
成
担
年
度

10 

5 

。

9 



2004 7月号応韓おおず

母子福祉・在宅福祉手当制度

ぷ士母
⑫ 

lz子

守祉福

i課祉

児
童
扶
養
手
当

受
給
資
絡

①
受
給
者
と
な
る
た
め
の
要
件

父
親
と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
な

い
児
童
を
監
護
し
て
い
る
母
親
ま
た

は
母
親
に
代
わ
っ
て
養
育
し
て
い
る

人
に
対
し
て
児
童
扶
養
手
当
が
支
払

わ
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
老
齢
福
祉
年
金
以
外
の

国
民
年
金
、
恩
給
、

厚
生
年
金
な
ど

の
公
的
年
金
受
給
者
は
対
象
に
な
り

ま
せ
ん
。

②
手
当
支
給
の
対
象
と
な
る
児
童

日
歳
未
満
の
児
童
(
年
度
内
有
効
)

ま
た
は
却
歳
未
満
で
二
疋
以
上
の
障

害
の
あ
る
児
童
で
次
の
ア
ー
ク
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

ア
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
児
童

イ
父
母
が
死
亡
し
た
児
童

ウ
父
親
が
障
害
の
状
態
に
あ
る
児

童
エ
父
親
の
生
死
が
明
ら
か
で
な
い

児
童

オ
父
親
が
引
続
き

l
年
以
上
遺
棄

し
て
い
る
児
童

カ

父

親

が

引
続
き

l
年
以
上
拘
禁

さ
れ
て
い
る
児
童

キ
母
親
が
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
懐

胎
し
た
児
童

ク
キ
に
該
当
す
る
か
明
ら
か
で
な

い
児
童

所
得
制
限

前
年
分
の
本
人
お
よ
び
扶
養
義
務

者
な
ど
の
所
得
が
二
疋
額
以
上
の
人

は
、
支
給
が
停
止
さ
れ
ま
す
。

手
当
の
支
給

手
当
は
、
認
定
請
求
し
た
日
の
翌

月
分
か
ら
支
給
さ
れ
、
年

3
回

(
4

月、

8
月
、
ロ
月
)
前
月
分
ま
で
が

支
給
さ
れ
ま
す
。

現
況
届(

毎
年

8
月

1
日

1
8
月
白
日
)

手
当
受
給
者
は
、
毎
年

8
月
に
前

年
分
の
所
得
な
ど
に
関
す
る
現
況
屈

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

2
年
間
現
況
届
を
提
出
し
な
い
と

受
給
資
格
が
な
く
な
り
ま
す
の
で
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
手
続
き

申
請
書
、
戸
籍
謄
本
、
世
帯
全
員

の
載
っ
た
住
民
票
(
謄
本
)
、
所
得

証
明
、
診
断
書
な
ど
の
提
出
が
必
要

で
す
。

手
当
月
額(平

成
時
年
4
月
1
日
現
在
)

・
児
童

一
人
の
場
合

全
部
支
給
額

4
1
，
8
8
0
円

一
部
支
給
額

4
1
，
8
7
0
円
1
9
，
8
8
0
円

.
児
童

2
人
目
の
場
合

5
，
0
0
0
円
加
算

。
児
童

3
人
目
か
ら
の
場
合

一
人
増
す
ご
と
に

3
，

o
o
o円
ず
つ
加
算

。
支
給
額
の
改
定

①
手
当
額
は
物
価
変
動
に
応
じ
て

毎
年
4
月
に
改
定
さ
れ
ま
す
。

②

支

給

期

間

5
年
ま
た
は
支
給
要

件
該
当
か
ら

7
年
を
経
過
し
た
と

き
は
、
手
当
の
支
給
が
二
疋
割
合

(
2
分
の

l
以
内
)
制
限
さ
れ
ま
す
。

(身
体
障
害
者
な
ど
一
定
事
由
の

あ
る
場
合
を
除
く
)

合高在

⑧ 

?齢宅
， ~富

寝祉福

i課ネ止

特
別
児
童
扶
養
手
当

受
給
資
格
者

一
定
以
上
の
障
害
の
あ
る
児
童

(
却
歳
未
満
)
を
扶
養
す
る
父
母
ま

た
は
父
母
に
代
わ
っ
て
そ
の
児
童
を

養
育
し
て
い
る
人

支
給
要
件

①
障
害
児
(
却
歳
未
満
)
が
年
金

を
受
給
し
て
い
な
い
こ
と

②

障

害

児

(

却
歳
未
満
)
が
施
設

入
所
ま
た
は
入
院

(
3
カ
月
超
)

し
て
い
な
い
こ
と

支
給
制
限

前
年
の
所
得
が
基
準
額
を
上
回
る

場
合
は
、

8
月
か
ら
翌
年

7
月
ま
で

支
給
が
停
止
さ
れ
ま
す
。

手
当
月
額

(
障
害
程
度
に
よ
り
異
な

る
)

①

l
級

5
0
、
9
0
0
円

②

2
級

3
3
、
9
0
0
円

手
当
の
支
給

毎
年

4
、
8
、
ロ
月
の

3
期
に
分

け
て
、
前
月
分
ま
で
が
支
給
さ
れ
ま

す
。

特
別
障
害
者
手
当

受
給
資
格
者

重
度
障
害
者
(
却
歳
以
上
)
で
あ
っ

て
、
日
常
生
活
に
お
い
て
常
時
特
別

の
介
護
を
必
要
と
す
る
人

支
給
要
件

重
度
障
害
者
(
却
歳
以
上
)
が
施

設
入
所
又
は
入
院

(
3
カ
月
超
)
し

10 

て
い
な
い
こ
と

支
給
制
限

前
年
の
所
得
が
基
準
額
を
上
回
る

場
合
は
、

8
月
か
ら
翌
年

7
月
ま
で

の
支
給
が
停
止
さ
れ
ま
す
。

手
当
月
額

2
6
、
5
2
0
円

手
当
の
支
給

毎
年

2
、
5
、
8
、
日
月
の

4
期
に

分
け
て
、
前
月
分
ま
で
が
支
給
さ
れ

ま
す
。障

害
児
福
枇
手
当

受
給
資
格
者

重
度
障
室
吊
ん
(
却
歳
未
満
)
で
あ
っ

て
、
日
常
生
活
に
お
い
て
常
時
の
介

護
を
必
要
と
す
る
人

支
給
要
件

①

重

度

障

害

児

(
加
歳
未
満
)
が

年
金
を
受
給
し
て
い
な
い
こ
と

②

重
度
障
害
児
(
却
歳
未
満
)
が

施
設
入
所
ま
た
は
入
院

(
3
カ
月

超
)
し
て
い
な
い
こ
と

支
給
制
限

前
年
の
所
得
が
基
準
額
を
上
回
る

場
合
は
、

8
月
か
ら
翌
年
7
月
ま
で

の
支
給
が
停
止
さ
れ
ま
す
。

手
当
月
額

1
4
、
4
3
0
円

手
当
の
支
給

毎
年

2
、
5
、
8
、
日
月
の

4
期
(
前

月
ま
で
の
分
を
支
給
)

毎
年

届
出
が
必
要
で
す
!

特
別
児
童
扶
養
手
当
、
特
別
障
害

者
手
当
、
障
害
児
福
祉
手
当
の
受
給

者
は
、
毎
年
必
ず
定
め
ら
れ
た
期
限

内
に
所
得
状
況
な
ど
の
現
況
を
届
け

出
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。



2004 7月号応援ああず

母
子
家
庭
を
支
掘
し
ま
す

-
母
子
家
庭
自
立
支
援
給
付
金
事
業

j
母
子
家
庭
の
母
の
職
業
能
力
の
向

上
と
求
職
活
動
の
促
進
を
図
る
た
め

の
自
立
支
援
事
業
j

1

自
立
支
援
教
育
訓
練
給
付
金

対
象

母
子
家
庭
の
母

雇
用
保
険
加
入
期
間

3
年
未
満

の
人
に
対
し
て
、
市
な
ど
が
指
定
し

た
教
育
訓
練
給
付
講
座
の
受
講
費
用

の
4
割
相
当
(
上
限
加
万
円
・
下
限

8
千
円
)
を
給
付
し
ま
す
。

2

高
等
技
能
訓
練
促
進
費

対
象

母
子
家
庭
の
母

看
護
士
・
保
育
士
・
介
護
福
祉
士

・

理
学
療
法
士
・
作
業
療
法
士
の
高
度

な
技
能
取
得
の
た
め
に

2
年
以
上
養

成
機
関
で
修
業
す
る
場
合
、
最
後
の

3
分
の

l
の
期
間
(
ロ
ヶ
月
を
上
限

と
す
る
)
印
万
3
千
円
(
月
額
)
を

支
給
し
、生
活
負
担
を
軽
減
し
ま
す
。

3

常
用
雇
用
転
換
奨
励
金

対
象

雇
用
主

臨
時

・
パ
l
ト
雇
用
・
労
働
者

と
し
て
雇
用
し
、
職
場
内
研
修
実
施

6
ヵ
月
後
に
常
用
雇
用
労
働
者
に
雇

用
転
換
し
た
場
合
、
雇
用
主
に
奨
励

金
却
万
円

(1
人
当
た
り
)
を
給
付

し
ま
す
。

給
付
手
続
き

事
前
に
、
所
要
の
手
続
き
が
必
要

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
市

杜
会
福
祉
課
(
母
子
自
立
支
援
員
)

へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
!

母
子
家
庭
を
支
援
し
、
自
立
で
き

る
よ
う
母
子
自
立
支
援
員
が
相
談
に

応
じ
ま
す
。

母
子
自
立
支
援
員
勤
務
日

《
月
・
火
・
木
曜
日
》

八
幡
浜
地
方
局
地
域
福
祉
課

8
0
8
9
4
⑫
4
1
1
1
 

(
内
線
2
5
7
、

《
水
・
金
曜
日
V

市
役
所
社
会
福
祉
課

合

@
2
1
1
1

(内
線
7
1

4

産
業
廃
棄
物
の
不
法
投
棄
や
野
焼
き
な
ど
の

適
正
処
理
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

くらしの情報

愛
媛
県
で
は
、
県
民
の
皆
さ
ん
か

ら
産
業
廃
棄
物
の
不
法
投
棄
や
野
焼

き
な
ど
の
不
適
正
処
理
に
関
す
る
通

報
を
受
け
る
た
め
、
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ

ル
電
話
(
通
話
料
無
料
電
話
)

「
産

業
廃
棄
物
不
法
投
棄
1
1
0
番」

を

設
置
し
ま
し
た
の
で
、
ご
利
用
く
だ

長、ぃ
。

受
付
時
間

午
前
8
時
却
分
i
午
後
5
時

(
平
日
の
み
)

問
い
合
わ
せ
先

愛
媛
県
庁
廃
棄
物
対
策
課

8
0
1
2
0
・
1
4
9
・
5
3
0

(
イ
ヨ
ノ
ク
ニ

・
ゴ
ミ
ゼ
ロ
)

暑
中
見
舞
用
は
が
き

暑
い
夏
に

涼
し
い
頼
り

郵
便
局
で
は
、
た
だ
い
ま
平
成
凶

年
用
暑
中
見
舞
用
郵
便
薬
害
を
発
売

し
て
い
ま
す
。
種
類
は
、
裏
面
に
夏

ら
し
い
イ
ラ
ス
ト
の
絵
入
り
2
種
類

(
「
田
園
」
、
「
浜
辺
」
)
の
ほ
か
、
「
無

地」
、
パ
ソ
コ
ン
愛
好
者
に
好
評
を

い
た
だ
い
て
い
る
「
イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ

ト
紙
」
を
発
売
し
て
い
ま
す
。

価
格
は
、
い
ず
れ
も

l
枚
目
円
で

す
。

好
評
発
売
中

お
届
け
し
ま
す

お
近
く
の
郵
便
局
、
切
手
類
販
売

所
で
発
売
し
て
い
ま
す
。

お
楽
し
み
く
じ
の
抽
せ
ん
日

9
月
5
日
(
日
)

問
い
合
わ
せ
先

大
洲
郵
便
局

告

@
3
8
3
0

ゅ
う
び
ん
ホ

l
ム
ペ
ー
ジ

Z
号
・¥¥老若宅・
勺0
2
吉
田U白
口
同

U
0
2
・」℃
¥

不
幸審
壁恕室，、
重ガ
喜キ
宗1;:
Z気
需を
~ f可t
s 1:伊
て

最
近
、
「
国
民
年
金
組
合
」

や

「国

民
年
金
セ
ン
タ
ー
」

な
ど
と
名
乗
る

実
体
の
な
い
団
体
か
ら
、
国
民
年
金

保
険
料
の
未
納
通
知
を
装
っ
て
架
空

請
求
す
る
ハ
ガ
キ
が
、
国
民
年
金
の

被
保
険
者
に
送
り
つ
け
ら
れ
る
と
い

う
事
例
が
全
国
的
に
多
発
し
て
い
ま

す
。社

会
保
険
庁
や
社
会
保
険
事
務
局

な
ど
で
は
、
未
納
の
保
険
料
な
ど
を

指
定
口
座
に
現
金
で
振
り
込
み
を
依

頼
す
る
こ
と
は

一
切
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
く
れ
ぐ
れ
も
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

不
審
な
ハ
ガ
キ
や
文
書
が
届
い
た
と

き
は
、
直
ち
に
愛
媛
社
会
保
険
事
務

局
ま
た
は
社
会
保
険
事
務
所
へ
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

連
絡
・
問
い
合
わ
せ
先

愛
媛
社
会
保
険
事
務
局
年
金
課

8
0
8
9
・
9
4
1
・
5
3
0
0

松
山
西
社
会
保
険
事
務
所
保
険
料
課

8
0
8
9
・
9
2
5
・
5
1
0
5

11 



2004 7月号応認おおず

市職員募集

市
職
員
を
募
集
し
ま
す

裁
し
い
ま
ち

大
洲
市
で
は
平
成
句
年
度
の
職
員
募
集
を
次
の
よ
う
に
実
施
し
ま
す
。

受
験
資
格

①
日
本
国
籍
を
有
す
る
人

②
地
方
公
務
員
法
第
十
六
条
(
成
年

被
後
見
人
な
ど
)
に
該
当
し
な
い

人
③
採
用
後
は
、
大
洲
市
、
長
浜
町
、

肱
川
町
、
河
辺
村
の
い
ず
れ
か
に

居
住
可
能
な
人

④
事
務
職
員
《
大
学
卒
》
は
、
昭
和

大

洲

市

役

所

採
用
予
定
職
種
、
人
員
お
よ
び
学
歴

な
ど

-
事
務
職
員
《
大
学
卒
》

2
人
程
度

・
事
務
職
員
《
短
大
・
高
校
卒
》

l
人

日
年
4
月
2
日
以
降
に
生
ま
れ
た

人
で
、
平
成
口
年
3
月
末
ま
で
に

学
校
を
卒
業
(
見
込
み
)
の
人

⑤
事
務
職
員

《
短
大
・
高
校
卒
》
は
、

昭
和
同
年
4
月
2
日
以
降
に
生
ま

れ
た
人
で
、
学
校
を
平
成
口
年
3

月
末
ま
で
に
卒
業
(
見
込
み
)
の

人
ま
た
は
、
平
成
田
年
4
月
2
日

か
ら
昭
和
臼
年
4
月
1
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
人
で
、
大
学
入
学
資
格

検
定
試
験
に
合
格
し
た
人

受
付
期
間

6
月
比
日
(月
)
1
7
月
5
日
(
月
)

た
だ
し
、
事
務
職
員
《
短
大
・
高

校
卒
》
は

6
月
比
日
(
月
)
1
8
月

初
日
(
金
)

そ
の
他

受
験
資
格
、
試
験
日
な
ど
詳
し
く

は
、
地
区
回
覧
の
「
大
洲
市
職
員
採

用
試
験
案
内
」
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、

市
長
公
室
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

市
長
公
室

8
@
2
1
1
1
 (
内
線
3
1
2
)

12 

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」

さ
わ
や
か
な
川
風
を
受
け
な
が

ら
、
の
ん
び
り
と
橋
の
た
も
と
ま
で

来
た
と
治
初
予
」
と
で
す
。

橋
の
欄
干
か
ら
、
何
か
を
川
面
に

投
げ
て
い
る
人
の
姿
が
目
に
止
ま
り

ま
し
た
。
何
を
し
て
い
る
の
か
気
に

な
っ
て
、
そ
ば
に
行
っ
て
み
ま
し
た
。

す
る
と
、
お
じ
い
さ
ん
が
、
足

元
に
と
め
た
手
押
し
車
の
中
の
袋

か
ら
、
パ
ン
く
ず
を
手
で
っ
か
み
、

「
大
き
く
な
れ
よ
」
と
つ
ぶ
や
き
な

が
ら
投
げ
入
れ
て
い
ま
し
た
。
川
面

に
寄
っ
て
き
た
大
き
さ
や
色
さ
ま
ざ

ま
な
鯉
は
、
先
を
争
っ
て
、
お
い
し

そ
う
に
パ
ン
く
ず
を
食
べ
て
い
ま
し

た
。お

じ
い
さ
ん
は
今
年
で
部
歳
、
も

う
凶
年
あ
ま
り
、
毎
日
、
毎
日
、
エ

サ
や
り
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
続
け
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

「
今
で
は
鯉
も
慣
れ
て
、
私
が
欄

干
に
立
つ
と
、
遠
く
か
ら
で
も
急
い

で
集
ま
っ
て
く
る
、
か
わ
い
い
も
の

で
す
」
と
、
目
を
細
め
ら
れ
ま
し
た
。

4
年
前
に
は
、
鯉
の
エ
サ
や
り
に

行
く
途
中
、
道
路
で
転
倒
し
入
院
さ

れ
、
医
師
や
家
族
か
ら
、
も
う
高
齢

で
体
力
も
弱
っ
て
い
る
か
ら
、

一
人

で
出
歩
く
こ
と
は
無
理
と
言
わ
れ
ま

し
た
。

し
か
し
、
元
気
に
な
っ
て
、
も
う

一
度
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
た
い
と
思

い
、
治
療
や
リ
ハ
ビ
リ
を
進
ん
で
受

け
、
復
帰
し
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

「
今
日
も
、
出
会
う
人
と
あ
い
さ

つ
を
交
わ
し
、
鯉
の
待
つ
橋
を
め
ざ

し
て
、
手
押
し
車
を
た
よ
り
に
、

一

し
て
ま
す
か
。

人
で
歩
い
て
き
た
」
と
、
う
れ
し
そ

う
に
話
さ
れ
ま
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
い
う
言
葉
を
聞

い
て
、
め
ん
ど
う
く
さ
い
と
か
、
大

変
そ
う
だ
と
か
、
自
分
に
で
き
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ん
て
な
い
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
と
思
う
人
も
多
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
は
、
「
自
分
に

あ

っ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
を
行
う
こ

と
が

一
番
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

お
じ
い
さ
ん
の
よ
う
に
は
で
き
な

く
て
も
、
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は

身
近
に
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
す
。

た
と
え
ば
、
人
が
困
っ
て
い
る
と

き
に
は
、
「
何
か
お
手
伝
い
す
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
」
と
声
を
か
け

る
、
ゴ
ミ
が
落
ち
て
い
た
ら
拾

っ
て

ゴ
ミ
箱
に
捨
て
る
、
乗
り
物
の
中
で
、

高
齢
者
に
席
を
譲
る
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

だ
れ
で
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
で
き

ま
す
。

あ
な
た
も
地
域
の
た
め
、
社
会
の

た
め
に
、
で
さ
る
こ
と
か
ら
、
は
じ

め
て
み
ま
せ
ん
か
。



2004 7月号応蟹おおず

市職員採用

市
立
大
洲
病
院

採
用
予
定
職
種
お
よ
び
人
員

.
助
産
師

-
看
護
師

.
臨
床
工
学
技
士

-
人

若
干
名

1
人

受
験
資
格

①
日
本
国
籍
を
有
す
る
人

②
地
方
公
務
員
法
第
十
六
条
(
成
年

被
後
見
人
な
ど
)
に
該
当
し
な
い

人
③
採
用
後
は
、
大
洲
市
内
ま
た
は
市

立
大
洲
病
院
に
通
勤
で
き
る
地
域

に
居
住
可
能
な
人

④
助
産
師
は
、
昭
和
叫
年
4
月
2
日

以
降
に
生
ま
れ
た
人
で
、
免
許
を

き3包暑い草むき
ずさ~~関附I~吻EAψ池宮b

有
す
る
人
ま
た
は
平
成
口
年
前
期

に
免
許
取
得
見
込
み
の
人

⑤
看
護
師
、
臨
床
工
学
技
士
は
、
昭

和
田
年
4
月

2
日
以
降
に
生
ま
れ

た
人
で
、
免
許
を
有
す
る
人
ま
た

は
平
成
口
年
前
期
に
免
許
取
得
見

込
み
の
人

地
域
に
貢
献
す
る
事
業
を
行
う
法

…

人
を
設
立
し
、
二
疋
の
離
職
者
を
雇

い
入
れ
た
場
合
に
は
創
業
に
か
か
る

経
費
や
労
働
者
の
雇
い
入
れ
を
支
援

…

す
る
「
地
域
雇
用
受
皿
事
業
特
別
奨

日

励
金
」
が
使
い
や
す
く
な
り
ま
し
た
。

①
創
業
経
費
の

3
分
の

1
を
支
援
し

ま
す
。

(
5
0
0
万
円
が
限
度
)

②

1
人
雇
う
と
初
万
円
を
支
給
し
ま

す
。
(
短
時
間
労
働
者
は
何
万
円
)

※

3
人
以
上
の
雇
い
入
れ
が
必
要
で

問
い
合
わ
せ
先

市
立
大
洲
病
院

公

@

2
1
5
1

受
付
期
間

6
月
比
日
(
月
)
1
7
月
5
日
(
月
)

そ
の
他

受
験
資
格
、
試
験
日
な
ど
詳
し
く

は
、
地
区
回
覧
の
「
大
洲
市
職
員
(
助

産
師

・
看
護
師

・
臨
床
工
学
技
士
)

採
用
試
験
案
内
」
を
ご
覧
い
た
だ
く

か
、
市
立
大
洲
病
院
事
務
課
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

7月1日(木)は正午か5無料開放

開園期間 7月1日(木)，_. 8月31日(火)
連絡先 運動公園プール(平野)

TEL 2 4 -4 7 0 4 

\霊動公富 τ~~へい口=-

50メLートルプールや幼児プールから、水しぶきを

上げて滑り降りるスライダープール、川のように流

れる流水プールまでいろいろあります。

地
域
雇
用
受
皿
事
業
特
別
奨
励
金
に
つ
い
て

大洲・喜多地域合同就職面接会のご案内
大洲商工会議所では、企業と求職者の皆さんが一堂に会して自由

に面接を行う「大洲・ 喜多地域合同就職面接会Jを開催します。

企業の採用担当者から事業者の求人内容について聞くことができ

ます。

お気軽にご参加 ください。

す
が
、

1
人
以
上
は
非
自
発
的
離
職

者
を
含
め
ま
す
。

法
人
設
立
後
6
カ
月
経
過
後
ま
で

に
事
業
計
画
の
認
定
を
受
け
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先

愛
媛
労
働
局

職
業
安
定
部
職
業
対
策
課

8
0
8
9
・
9
4
1
・
2
9
4
0

労
働
局
ホ

l
ム
ペ

1
ジ

}】円円七一
¥
¥
老
名

宅
・刊

1
5ロ
a
o
z
開
。
」
目
U
¥

7月 15日(木) 午後2時-4時

リジ、エール大洲2階クリスタルホール 大洲市東大洲 1582番地

一般 ・臨時・パート (年齢、 性別は聞いません)

履歴書、筆記用具を持参してください。

複数企業との面接を希望する方は、履歴書のコピー

を必要数だけご用意ください。

大洲商工会議所 B24-4111 
(担当 j賓田 ・山田)

日時

場所

対象者

用意するもの

問い合わせ先

13 



2004 7月号応銀ああず

お知らせ

拳
加
千

l
b募
集

多
数
ご
拳
加
く
だ
さ
い

自
然
に
親
し
み
、
肱
川
の
す
ば
ら

し
さ
が
味
わ
え
る
こ
の
大
会
に
多
く

の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

開
催
日
時

8
月
幻
日
(
日
)
午
前

9
時
か
ら

コ
l
ス

大
成
橋
1
城
山
下

回
・

3
M
(5
区
間
)

参
加
資
格

印
チ

l
ム
程
度

監
督
1
人
(
選
手
を
兼
ね
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
)

選
手

5
人
、
補
欠

2
人
ま
で

ク
ラ
ス

初
心
者
か
ら
上
級
者
ま
で
の

3
ク

ラ
ス
・
レ
デ
ィ
ー
ス
ク
ラ
ス
(
予
定
)

参

加

料

無

料

申
込
受
付
期
限

8
月
2
日
(
月
)

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

市
民
体
育
課
内

大
洲
市
カ
ヌ

1
ツ
ー
リ
ン
グ
駅
伝

大
会
実
行
委
員
会
事
務
局

8
@
2
1
1
1
(内
線
5
3
2
)

14 

湿
の
水
に
備
え
て

一

大

洲

消

防

署

か

ら

の

お

知

ら

せ

出
水
期
を
迎
え
、
洪
水
に
備
え
る
樋
門
と

消
防
団
員
の
役
割
を
紹
介
し
ま
す
。

樋
門
は
、
河
川
の
洪
水
が
支
川
へ

逆
流
す
る
の
を
防
止
し
、
洪
水
に
よ

る
被
害
を
軽
減
す
る
た
め
に
設
け
ら

れ
て
い
る
も
の
で
す
。

市
内
各
所
に
は
、
加
箇
所
の
大
小

の
樋
門
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
樋
門
は
、
洪
水
の
と
き
に
速
や
か

に
樋
門
の
開
聞
が
出
来
る
よ
う
に
定

期
点
検
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

大
雨
が
続
き
、
洪
水
が
予
想
さ
れ

る
と
き
は
樋
門
操
作
員
が
非
常
時
に

備
え
て
い
ま
す
。

日
常
の
点
検
や
樋
門
操
作
は
、
国

土
交
通
省
大
洲
河
川
国
道
事
務
所
か

ら
大
洲
市
が
委
託
を
受
け
、
大
洲
市

消
防
団
員
の
手
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て

い
ま
す
。



2004 7月号応掻ああず

連載シリーズ

女 シゲース♂おおずの女性 * ヲ貨

い
つ
で
も

自
宅
が
キ
ャ
ン
パ
ス

放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ

を
利
用
し
て
授
業
を
行
う
正
規
の
大

学
で
す
。
C
A
T
V
(ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
西
瀬
戸
)

や
ス
カ
イ
パ

1

フ
エ
ク

T
V
!
な
ど
で
視
聴
で
き
ま

す
。

〈叩
月
入
学
(第

2
学
期
)
学
生
募
集
〉

教
養
学
部
-
-
-
V

「
学
士
(
教
養
)
」

の
学
位
が
取
得
で
き
ま
す
。
V
人
文
・

社
会
・
自
然

・
産
業
な
ど
の
幅
広
い

科
目
が
選
べ
ま
す
。
V
日
歳
以
上
で

* 
世町

* 

4匝

ノ金、
- VOL.23 * 

講演会を開催してみませんか? * 

* 

* * 世『* * * * 

て、~ 

* 
* 

4町

* 
* 
* 

あ
れ
ば
、
誰
で
も
入
学
で
き
ま
す
o

v
l
科
目
か
ら
で
も
学
べ
ま
す
。
入

学
試
験
は
あ
り
ま
せ
ん
。
V
短
期
大

学
・
専
門
学
校
な
ど
か
ら
も
、
3
年

次
編
入
で
き
ま
す
。

大
学
院
修
士
科
目
生
・
・
・
満
凶
歳
以

上
で
あ
れ
ば
誰
で
も
、
入
学
で
き
、

自
分
の
学
習
・
研
究
し
た
い
科
目
を

選
択
し
て
、

-
科
目
か
ら
履
修
で
き

ま
す
。

* 
* 
* 
4町

* 
* 
* 
* 
* 
4町

4町

〈
平
成
作
年

4
月
入
学
生
募
集
〉

大
学
院
(
修
士
全
科
生
)
・
・

・
「
修

士
(
学
術
)
」
の
学
位
が
取
得
で
き

ま
す
。
入
学
選
考
を
実
施
し
ま
す
。

出
願
受
付
期
間

。
教
養
学
部
、
大
学
院
修
士
科
目
生

現
在
受
付

1
8
月
白
日
(火
)

。
大
学
院
修
士
全
科
生

9
月
1
日
(水
)
1
9
月
凶
日
(
火
)

問
い
合
わ
せ
先

愛
媛
大
学
内
放
送
大
学
愛
媛
学
習

セ
ン
タ
ー
(
松
山
市
)

8
0
8
9
・
9
2
3
・
8
5
4
4

放
送
大
学
ホ

1
ム
ベ

l
ジ

『戸円円℃・
¥
¥戸担
当

宅

己
1
包
円
・

2
・
」
勺
注
目
)

* 
* 
4町

4町

* 
* 

「えひめ女性財団」では、 男女共同参画社会づく りを進めるために、
財団と共同で講演会やワークショップなどのイベントを開催する女性
グルー プ、団体を募集しています。

これは、グループなどの自主企画に対して財団が助成するなどの方
法により、イベントを共催するものです。みなさんのご応募をお待ち
しています。
公共催するイベントの内容 (グループなどの自主企画とします。)

~例~
・男女が共に参画する家庭・地域づく りをテーマとした講演会、
ワークショッフ。

性別役割分担意識の是正に向けての介護教室、男性対象の料理教
室などの実践講座

-あらゆる分野への女性の参画を進めるための学習会
.DV、セクシュアルハラスメント防止への取組 など

食支援の内容
財団は、運営のノウハウを提供したり、アドバイスを行います。

財団は、イベント開催経費の 4/5以内で、 l件当たり30，000円の
助成を行うか、または講演会などの内容に応じて講師を派遣 します。
ただし、他団体からの助成金などの交付を受けている活動は、対象
外です。

女対象となるグループ
・男女共同参画社会の実現のために活動していること 0

.愛媛県内の概ね 5人以上のグループであること。
原則として女性をリーダーとし、女性が過半数を占めること 0

.自主的かっ継続的に活動していること。
-特定の政治 ・営利・ 宗教を目的としていないこと。

4町

* 
4町

* 
* 

女
* 
* 
4町

* 
* 
* 
* 
* 
* 
* 
* 

* 
* 
* 
世町

問い合わせ先
(財)えひめ女性財団 (愛媛県女性総合センター内)
fi089-927-5111 
大洲市企画情報課男女共同参画係
fi24-2111 (内線 371)

* * ~町食* ~町

* 
4町

* 
* 

女官島

藤
園
先
生
位
尊
厳

制

伝
え
ら
れ
る
話
⑦

(口
碑
伝
説
)
(

大
野
了
佐
を
教
え
る

* 
藤
樹
が
ま
だ
大
洲
に
い
た
こ
ろ

の
こ
と
で
す
。
あ
る
日、

大
野
了
佐

が
「
自
分
は
医
者
に
な
り
た
い
。
ぜ

ひ
医
書
の
読
み
方
を
教
え
て
く
だ
さ

い
。
」
と
い
っ
て
訪
ね
て
き
ま
し
た
。

大
野
了
佐
は
、
新
谷
藩
士
大
野
勝

介
の
二
男
で
、
藤
樹
よ
り
四
歳
下
で

く

ど
ん

し
た
。
父
勝
介
は
、
了
佐
が
愚
鈍
な

の
で
、
と
て
も
武
士
に
は
な
れ
な
い

と
思
っ
て
い
ま
し
た
。ふ

び

ん

藤
樹
は
、
了
佐
を
不
倒
に
思
い
、

中
国
の
医
書

「
医
方
大
成
論
」
を
読

ま
せ
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
こ
の
本

は
、
日
本
で
も
出
版
さ
れ
て
、
当
時

か
な
り
普
及
し
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
了
佐
に
と
っ
て
こ
れ

は
大
変
な
こ
と
で
し
た
。
本
は
漢

文
で
し
た
か
ら
、
わ
ず
か
の
語
句
を

読
め
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
二
百
回

も
繰
り
返
し
ま
し
た
。
午
前
十
時
ご

ろ
始
め
て
、
午
後
四
時
ま
で
か
か
っ

て
や
っ
と
、
二
、
三
句
覚
え
る
と
い

う
始
末
で
し
た
。
し
か
も
、
夕
食
後

に
復
習
し
て
み
る
と
、
も
う
す
っ
か

り
忘
れ
て
い
る
の
で
、
ま
た
、
百
回

も
繰
り
返
し
た
そ
う
で
す
。
そ
れ
で

も
了
佐
は
あ
き
ら
め
ま
せ
ん
。
せ
っ

せ
と
藤
樹
の
も
と
へ
通
い
続
け
ま
し

た
。

* * * * * * 4町4町* * 4町世町

こ
う
し
て
、
ひ
た
す
ら
読
ま
せ
、

書
い
て
あ
る
こ
と
を
覚
え
込
ま
せ
る

* 

こ
と
か
ら
、

内
容
を
理
解
さ
せ
る
指

導
を
藤
樹
は
続
け
ま
し
た
。

し
か
し
、
藤
樹
の
帰
郷
に
よ

っ
て

こ
の
指
導
は
中
断
さ
れ
ま
し
た
。
そ

れ
で
も
了
佐
は
、
医
書
を
読
み
続
け

よ
う
と
し
ま
し
た
が
、
ほ
と
ん
ど
、

は
か
ど
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

数
年
後
、
了
佐
は
藤
樹
を
慕

っ
て

と
う
と
う
近
江
ま
で
や

っ
て
き
ま
し

た
。
藤
樹
は
、
了
佐
の
熱
意
に
感
動

し
、
そ
の
指
導
を
引
き
受
け
ま
し
た
。

藤
樹
は
、
大
洲
時
代
で
了
佐
の
理

解
が
非
常
に
遅
い
こ
と
を
知

っ
て
い

さ

せ
い

ま
し
た
か
ら
、
既
成
の
医
書
を
教
え

た
の
で
は
だ
め
だ
と
思
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
了
佐
に
ふ
さ
わ
し
い
教

材
を
自
分
で
つ
く
り
ま
し
た
。
そ
れ

し
よ
う
け
い
い

せ
ん

が
「
捷
径
医
茎
」
と
い
う
本
で
す
。

四
百
字
づ
め
の
原
稿
用
紙
に
書
け

ば
、
八
百
枚
以
上
に
な
る
大
冊
で
す
。

藤
樹
は
、
こ
の
本
を
書
く
た
め
に

何
十
冊
も
の
医
書
を
読
破
し
、
研
究

し
た
そ
う
で
す
。

こ
う
し
て
藤
樹
は
、
了
佐
の
た
め

に
精
根
を
尽
く
し
ま
し
た
。
了
佐
も

ま
た
、
懸
命
に
努
力
し
ま
し
た
。

了
佐
は
、
後
に

一
人
前
の
医
者

と
な
り
、
母
の
実
家
の
尾
関
家
を

継
い
で
、
宇
和
島
藩
宮
内
村
に
住
ん

で
、
七
七
歳
ま
で
長
生
き
し
た
そ
う

で
す
。

15 
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大洲城天守閣復元

平成16年 6月1固までに

皆さんからお寄せいただい

た復元のための募金額 は、

499，100，174円です。

かわら版

復元太洲
大洲市では、市の新しいシンボルとして、市制施行 50周年となる今年9月の一

般公闘を目指し、大洲城天守閣復元事業に取り組んでいます。この事業は、大洲城
本丸跡に天守閣と現存する台所櫓、高欄櫓とを結ぶ多聞櫓を復元するもので、歴史
を後世に正しく伝えるため、豊富な資料をもとに史実に忠実な復元を行っています。

[大洲城天守閣復元事業の問い合わせ先]
商工観光課まちづくり対策第 1係 内線 352fi 24-2111 

大
洲
城
天
守
閣
の
復
元
工
事
は
、

今
年
九
月
の
一
般
公
開
に
向
け
、

着
々
と
工
事
が
進
ん
で
い
ま
す
。
本

体
工
事
は
、
五
月
末
に
ほ
ぼ
完
了
。

残
っ
た
「
素
屋
根
」
と
呼
ば
れ
る
外

部
の
仮
設
足
場
の
解
体
作
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。

五
月
二
十
五
日
、
素
屋
根
の
外
側

を
覆
う
シ

l
ト
の
取
り
外
し
作
業
を

実
施
。
短
時
間
で
天
守
の
全
容
を
出

現
さ
せ
、
「

一
夜
城
」
な
均
ぬ
「
一
昼

城
」
を
演
出
し
よ
う
と
鳶
職
人
総
勢

八
人
で
取
り
外
し
を
行
い
ま
し
た
。

午
後

一
時
半
。
報
道
陣
が
見
守

る
な
か
、
作
業
は
ス
タ
ー
ト
。
川
風

が
強
く
、
シ
ー
ト
が
あ
お
ら
れ
て
作

業
は
難
航
し
ま
し
た
が
、
午
後
三
時

....肱川のほとりに堂々たる勇姿を現した大洲城

(右:天守閣、 左:台所櫓)

半
に
は
四
面
全
て
の
取
り
外
し
が
完

了
。
わ
ず
か
二
時
間
ほ
ど
で
大
洲
城

の
勇
姿
が
肱
川
の
ほ
と
り
に
姿
を
現

し
ま
し
た
。
素
屋
根
の
解
体
は
、
こ

の
後
、
六
月
中
旬
ま
で
続
き
ま
す
。

{大
洲
城
の
イ
ベ
ン
ト
予
定
}

A
V
ラ
イ
ト
ア

ッ
プ
点
灯

八
月
三
日

二
十
時
1

「
大
洲
川
ま
つ
り
花
火
大
会
」
の

初
日
か
ら
大
洲
城
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

を
始
め
ま
す
。

A
V
先
行
公
開

(プ
レ
オ
ー
プ
ン
)

八
月
十
四
・
十
五
日

十
時
1
十
六

時

有

料

お
盆
の
帰
省
客
の
皆
さ
ん
に
ぜ
ひ

ご
案
内
く
だ
さ
い
。

※
内
部
展
示
は
準
備
中
の
た
め
観
覧

で
き
ま
せ
ん
。

-
一
般
公
開
(
正
式
オ
ー
プ
ン
)

九
月

一
日

十

四

時

1

有
料

-
完
成
記
念
イ
ベ
ン
ト

九
月
一
日
1
五
日
の
五
日
間
、
大

洲
城
本
丸
、

二
の
丸
で
は
完
成
記
念

イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
す
。

※
先
行
公
開
・

一
般
公
開
の
料
金
、

完
成
記
念
イ
ベ
ン
ト
の
内
容
な
ど
は

決
定
し
だ
い
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

関欄「大洲歴史探検」のご案内 l

大洲の歴史を古代から現代まで分かりやすく紹介した「大洲

歴史探検J(土井中照著)。市制施行 50周年を記念して市の町

並博実行委員会が出版しました。大掛|城の歴史はもちろん、天

守閣復元の話題も盛りだくさん !

商工観光課、市内の書庖などでお買い求めください。

(販売価格 :1，000円 B 6版 144頁)
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....北西か ら見た大洲城、左に台所櫓、右に高欄櫓を従えた複連結式天

守群である。 6月中旬には鉄骨の足場が完全に取れた。
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ha?マーヌ

えひめ町並博 2004の一環事業としてもち麦まつりが東大洲
の麦畑で開かれました。参加者は麦刈りや麦わらを使った細工
作りで楽しいひとときを過ごしました。生活改善グル プの準
備したもち麦のご飯や豚汁に舌鼓を打っていました。もち麦は
今後、栽培面積の拡大が見込まれています。

愛媛県一斉ウオ クラリー大会大洲市会場がポコペン横丁を中心とした肱
南地区で開かれました。大会当日は、あいにくの小雨でしたが県内各地より
56人、 13チームが参加しました。各参加チームは、にこやかに笑いながら肱
南の町並を楽しんでいました。

17 

5/25 憂のやすらぐ場所を求めて

~ ~~~ど計芝号事立弘、
ζ .0;.'ヘゴン F'工ぷゐ~，:，て一二 長ぜ いこf- } ' . ~_" 

さわやかな五月晴れの下、大洲農業高等学校の食品化学科の 1
年生 39人が五郎 畑の前橋下の河川敷でひまわりの種を播きま
した。 7月下旬から8月上旬にかけて、約5万本のひまわりの花
が見頃を迎える予定です。大輪のひまわりが皆さんを迎えてくれ
るでしょう。

6/ 1 うかい 開 幕

日本三大鵜飼の一つに数えられる、大洲の夏の風物詩「うかい」

が始まりました。かがり火の下、鵜匠に操られた鵜が水中に姿を

消し、再び鮎をくわえて姿を現すと観光客から拍手を浴びていま

した。

5/22 元気いっぱい!

き週三

ふれあいと地域との交流を深めるため、第 18固学園祭が開催されまし
た。勇壮な「ゅうあい太鼓」との共演による「学園太鼓」でオ プニング
を飾りました。約 300人の来場者を迎えて賑わいを見せていました。各
種バザーの出庖のほかにボランティアとして大洲市民吹奏楽団の音楽、老
止座(おとめざ)の踊りの披露もありました。

5/24 バケツが田んぼに愛身

大沙1'1小学校2年生49名が愛媛農政事務所の協力により、バケツ
稲栽培オリンピックに向けた田植え(種まき)に挑戦しました。生
徒たちは、バケツの中に土と水を泥だらけになりながら混ぜ合わせ、
発芽した稲をまいていました。秋の収穫が楽しみです。
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くらしの情報

保健センタ -ft23-0310

いきいき‘
¥;ife ¥ 

7
月
の
告
種
検
診
・
相
談

保
健
セ
ン
タ
ー

実
施
場
所
:
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

2
階

【
乳
幼
児
健
康
診
査
}

0
7月
1
日
(
木
)
平
成
凶
年
2
月
生
ま
れ

(
こ
の
日
は
パ
ス
タ
オ
ル
が
必
要
)

0
7月
初
日
(
火
)
平
成
比
年
ロ
月
生
ま
れ

0
7月
幻
日
(
火
)
平
成
お
年
6
月
生
ま
れ

受
付
時
間

午
後
1
時
1
1
時
ぬ
分

持
参
品

母
子
健
康
手
帳

・
ア
ン
ケ
ー
ト

【
叩
カ
月
児
育
児
相
談
】

0
7
月
日
日
(
金
)
平
成
五
年
9
月
生
ま
れ

受
付
時
間

午
前

9
時

1
9
時
初
分

持
参
品

母
子
健
康
手
帳
・
ア
ン
ケ
ー
ト

パ
ス
タ
オ
ル

【
栄
養
相
談
】

予
約
制

0
7
月
日
日
(
火
)

-ZEZEj7凶=白区'bif:':書

7月4日(日)菊原 医院 (八多喜)

公 26-0103 

7月11日(日)本条脳神経外科 (東大洲)

ft 24 -2481 

菊地内科 (長浜)

ft 52一 0209

同
口
火
火
土
寸
周
到

ふ
干
一
吉
岡

U
H
回
作

午
前
日
時
l
正
午

午
後

l
時

1
3時

健
康
手
帳

持
参
品

生
活
習
慣
病
予
防
検
診
・
が
ん
検
診

女
生
活
習
慣
病
、
胃
・
大
腸
が
ん
検
診

O
平
野
連
絡
所

7
月
ロ
日
(
月
)
、

7

月
日
日
(
火
)
、

7
月
は
日
(
水
)

※
C
型

-
B
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診

料
金
8
0
0
円

(
河
歳
以
上
無
料
)

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
の
対
象
者

7

1

n

U

Fh
J

ハ川U
R

υ

ハU
R

υ

ハU

-，

A
斗
A

4

4

晶

「
吋

υ

田

h

d

p

h

u

n

h

U

司

r'

歳
の
節
目
の
年
齢
を
迎
え
る
人

イ
肝
機
能
異
常
を
指
摘
さ
れ
た
こ
と

が
あ
る

ω歳
以
上
の
人

ア

・
イ
の
希
望
者
を
対
象
に
平
成
時

年
度
ま
で
実
施
し
ま
す
。

女
婦
人
が
ん
検
診

O
久
米
公
民
館

7
月
ロ
日
〔
月
)

O
上
須
戒
連
絡
所

7
月
比
日
(
水
)

O
平
公
民
館

7
月
日
日
(
金
)

※
今
年
度
か
ら
、
子
宮
が
ん
検
診
、
乳

が
ん
検
診
の
対
象
者
を
変
更
し
ま
し
た
。

ア
子
宮
が
ん
検
診
は
、
初
歳
以
上

イ
乳
が
ん
検
診
の
マ
ン
モ
、
グ
ラ
フ
イ
|

は、

ω歳
以
上

(
乳
が
ん
検
診
の
視
触
診
に
つ
い
て
は
、
従

来
と
お
り

ω歳
以
上
を
対
象
と
し
ま
す
)

料
金
や
時
間
に
つ
い
て
は
、
健
康

チ
ェ
ッ
ク
カ
レ
ン
ダ
ー
を
ご
覧
下
さ
い
。

7月18日(日)山本医院 (菅田)

ft 25 -6100 

7月19日(月)井関クリニ ック (新谷)

ft25-6212 

7月25日(日)菊原外科医院 (若宮)

ft 24 -4646 

Eぷ:・長E主Ei竃E圃L5・
曜日によって救急当番病院は

変わります。昼間 ・夜間の急患

など、ご相談は、その日の当番

病院まで。

大
洲
保
健
所

予
約
制

【
工
イ
ス
検
査

・
相
談
】

O
毎
週
火
曜
日
午
前
日
時

1
正
午

【
難
病
医
療
相
談
】

O
第
3
火
曜
日
午
後

1
時

1
午
後

3
時

{
精
神
保
健
福
祉
相
談
】

O
第

3
金
曜
日
午
後

1
時

1
午
後

3
時

【
H
T
L
V
1
1
抗
体
陽
性
者
相
談
】

O
月
l
金
曜
日

午
前

9
時

1
午
後
4
時

ω時

【
女
性
の
健
康
相
談
】

O
第
3
木
曜
日
午
後
4
時

1
午
後

5
時

【
思
春
期
健
康
相
談
}

O
第
4
木
曜
日
午
前
日
時

1
午
後
4
時

【
ピ
カ
イ
チ
歯
の
健
康
相
談
】

O
第
3
水
曜
日

午
後
0
時
鈎
分
1
1
時
ぬ
分

対
象

就
学
前
児
童

(1
1

6
歳
)

内
容

歯
科
検
診
、
歯
み
が
き
指
導
、

フ
ッ
化
物
塗
布
、
健
康
相
談
な
ど

献
血
の
お
知
う
せ

7
月
の
献
血
実
施
日
場
所
な
ど
に

つ
い
て
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

保
健
セ
ン
タ
ー

8
@
0
3
1
0
 

市立大洲病院 (西大洲)

ft 24 -2151 

加戸病院 (若宮)

ft 24 -5101 

大洲記念病院 (徳森)

ft 25 -2022 

大洲中央病院 (東大洲)

ft 24 -4551 

月・火曜日

日

日

金~日曜日

曜

曜

水

木

J 多喜内

国者主
624，M-U 

7
月
生
涯
学
習
講
座

郷
土
の
歴
史
講
座

「
大
洲
・
新
谷
旧
記
」

講
師
芳
我
一
章
先
生

期
日

7
月
お
日
(
水
)

時

間

午

前

9
時
初
分
1

日
時
ぬ
分

場
所

大
洲
市
立
図
書
館

4 
階

7
月
の
新
着
図
書
案
内

〈
家
の
中
〉
を
認
知
科
学
す
る

野
島
久
雄
・
原
因
悦
子
編
著

知
ら
な
い
と
大
恥
を
か
く
1

常
識
力
判

定
テ
ス
ト
日
本
世
相
調
査
研
究
会
編
著

あ
き
ら

吠

制

涯

噴

探

検

土

井

中

照

著

古

代

万

華

小

椋

一
葉
著

大
人
の
た
め
の
人
生
論
童
門
冬
二
著

親

に

な

る

技

術

正

高

信

男

著

家
計
に
役
立
つ
助
成
金
が
わ
か
る
本

暮
ら
し
の
経
済
研
究
会
著

リ
コ
ウ
の
壁
と
パ
カ
の
壁ロ

ー
ャ

l
木
村
著

法
令
用
語
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
田
島
信
威
著

改
革
は
な
ぜ
進
ま
な
い
か
栗
原
猛
著

こ
う
す
れ
ば
ア
レ
ル
ギ
ー
は
防
げ
る

N
H
K
科
学
・
環
境
番
組
編

森
の
野
鳥
を
楽
し
む
聞
の
ヒ
ン
ト

日
本
林
業
技
術
協
会
編

シ
ニ
ア
の
転
倒
予
防
に
役
立
つ
体
操

・

ゲ

l
ム

余

暇

問

題

研

究

所

著

野
菜
ガ

1
デ

ニ

ン

グ

学

習

研

究

社

ザ
マ
ミ
ロ

!
農
は
永
遠
な
り
だ山

下
惣

一
著

頭
を
よ
く
す
る
面
白

・
難
問
パ
ズ
ル
制

誠
文
堂
新
光
社

四
方
田
犬
彦
著

し
ら
と
さ
ん
ぺ
い
ろ
ん

白
土
三
平
論

ま

く

ま

く

ふ

ふ

し

ら

か

わ

と

お

る

捲
り
舷
ら
れ
降
り
振
ら
れ
白
川

道

著

こ
れ
で
十
分
有
段
者
の
筋
と
形

囲
碁
編
集
部
編

数

え

方

の

辞

典

飯

田

朝

子

著

6
カ

国

語

会

話

成

美

堂

出

版

川
柳
で
乗
り
切
る
人
生
の
デ
コ
ボ
コ
道

新
垣
紀
子
著

お
う
ご
ん
り
ょ
ふ
う

黄

金

旅

風

飯

嶋

和

一
著

逆

転

牛

島

信

著

サ
ラ
マ
ン
ダ

1
の

夜

久

間

十
義
著

代

行

返

上

幸

田

真

音

著

字
田
川
心
中

小

林

恭

二

著
た
ち
も
り
め
〈
み

そ
し
て
、
警

官

は

奔

る

日

明

恩

著

猫

舌

男

爵

皆

川
博
子
著

喧

う

閤

乃

南

ア

サ

著

日

本

ノ

霊

異

ナ

話

伊

藤

比

呂

美
著

小

説

地

下

銀

行

車

田

康

明

著

ひ
と
は
情
熱
が
な
け
れ
ば
生
き
て
い
け

な
い
r

浅
田
次
郎
著

は

し

ぬ

チ

エ

ン

海

怒

上

・
下

陳

放

著

真
珠
の
耳
飾
り
の
少
女

ト
レ
イ
シ
l
-
シ
ユ
ヴ
ァ
リ
エ
著

18 

愛媛県立とべ動物園
ガイドフ ック
愛媛新聞社

ア
フ
リ
カ
ス
ト
リ
ー
ト
、
ゾ
ウ
ス

ト
リ
ー
ト
、
ア
ジ
ア
ス
ト
リ
ー
ト
な
ど

世
界
の
動
物
た
ち
に
会
え
る
叩
の
ス
ト

リ
ー
ト
を
紹
介
。
キ

i
パ
ー
さ
ん
か
ら

の
と
っ
て
お
き
の
情
報
や
、
ホ
ッ
キ
ョ

ク
グ
マ
ピ

l
ス
の
成
長
記
録
も
掲
載
。

と
べ
動
物
園
の
す
べ
て
が
わ
か
る
、
大

人
も
子
ど
も
も
楽
し
め
る

一
冊
で
す
。

「
新
着
本
は
、
月
始
め
に
ま
と
め
て
J

J

新
着
コ
ー
ナ
ー
に
置
い
て
い
ま
す
。
九

〔
休
館
日
〕

毎
週
月
曜
日

・
7
月
初
日

お
日



2004 7月号応援おおず

くらしの情報

7
月
は
青
少
年
の
非
行
問
題
に

取
り
組
む
全
国
強
調
月
間

青
少
年
の
健
や
か
な
成
長
は
、
市
民

み
ん
な
の
願
い
で
す
。

大
洲
市
で
は
、
青
少
年
の
健
全
な
育

成
・
非
行
防
止
に
努
め
、
健
全
な
家
庭

づ
く
り
、
社
会
づ
く
り
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

青
少
年
の
非
行
問
題
に
取
り
組
む
全

国
強
調
月
間
で
あ
る

7
月
に
は
、
「
育
て

よ
う
、
心
豊
か
な
大
洲
の
子
」
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
と
し
て
各
公
民
館
を
中
心
に
啓
発

活
動
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。
家
庭
や
地

域
に
お
い
て
も
「
あ
い
さ
つ
・
愛
の

一

声
運
動
」
を
進
め
ま
し
ょ
う
。

思
給
欠
格
者
、
引
揚
者
の

皆
さ
ん
へ

内
閣
総
理
大
臣
の
害
状
な
ど
が
贈
呈

さ
れ
ま
す
。

請
求
対
象
者

旧
軍
人
箪
属
で
恩
給
な
ど
を
受
け
て

い
な
い
人

(
い
わ
ゆ
る
恩
給
欠
格
者
)

対
象
要
件

①
外
地
な
ど
の
勤
務
経
験
が
あ
り
、
加

算
年
を
含
む
在
職
年
が

3
年
以
上
の

人
及
び
在
職
年
が
加
算
年
を
含
め
て

3
年
未
満
の
人
の
う
ち
実
在
職
年
が

l
年
以
上
の
人
へ
内
閣
総
理
大
臣
名

の
害
状
・
銀
杯
を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。

②
内
地
勤
務
経
験
の
み
の
人
で
、

実
在

怠
絹
川
出

加 水道設備
~ 26 -0020 

水 道 工 事 広
告 24- 3656 

建設側

~ 25 - 5335 

水道業者の

緊急漏水当番表

星

4言

(有)

岡

7月3日仕)

職
年
が

l
年
以
上
の
人
へ
内
閣
総
理

大
臣
名
の
害
状
を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。

③

①
及
び
②

の
対
象
者
で
、
請
求
を
行

う
こ
と
な
く
亡
く
な
ら
れ
た
人
に
遺

族
か
ら
の
請
求
に
応
じ
て
対
象
者
あ

て
の
内
閣
総
理
大
臣
名
の
書
状
を
贈

呈
し
て
い
ま
す
。

請
求
対
象
者

終
戦
に
伴
い
、
本
邦
以
外
の
地
域
か

ら
帰
っ
て
き
た
人
(
い
わ
ゆ
る
引
揚
者
)

対
象
要
件

昭
和
必
年
の
引
揚
者
特
別
交
付
金
を

受
給
さ
れ
た
人
は
内
閣
総
理
大
臣
名
の

害
状
を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。

申
込
書
・
問
い
合
わ
せ
先

高
齢
福
祉
課
高
齢
者
福
祉
係

包

@
2
1
1
1
(内
線
1
7
7
)

子
ど
も
の
人
権
に
関
す
る

ロ
時
間
電
話
相
談

相
談
内
容

い
じ
め
、
体
罰
、
虐
待
な

ど
子
ど
も
の
人
権
に
関
す
る
あ
ら
ゆ

る
相
談
(
無
料
秘
密
厳
守
)

日

時

7
月
幻
日
(
火
)

午
前

9
時

1
午
後
9
時

電
話
番
号

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
(
通
話
料
無
料
)

8
0
1
2
0
・
0
2
5
5
5
0

相
談
担
当
者

人
権
擁
護
委
員
、
弁
護

士
資
格
の
あ
る
人
権
擁
護
委
員
、
法

務
局
職
員

主

催

松
山
地
方
法
務
局
、
愛
媛
県

人
権
擁
護
委
員
連
合
会

j甫

(有)菊地 浄化 槍 セ ンタ ー

~24 一 0013

サ ノ設 備

~ 24 - 0783 

々木鉄 工
~ 26 -0875 

建設 工 業側
~ 24 -5161 

鉄 工所

~26 一 0537

の水道設 備

告 24-2216 

イ呆

し、

佐

ア

松

嗣

久

(有)

(有)

7月4日(日)

7月10日出

7月11日(日)

今
年
の
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
は

億
万
長
者
が
白
人
!

ー
等

2
億
円
(
必
本
)
・
前
後
賞
各

5
千
万
円

・
2
等

(
必
本
)
も

I
億
円
。

こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
、
市
町
村

の
明
る
く
住
み
よ
い
街
づ
く
り
に
使
わ

れ
て
い
ま
す
。
(
大
洲
市
で
は
、
平
成
同

年
度
に
蔵
川
地
区
ゲ
ー
ト
ボ

l
ル
場

休
憩
施
設
を
整
備
)

発
売
期
間

7
月
ロ
日
(月
)
1
7
月
初
日
(金
)

抽
選
日

8
月
刊
日
(
火
)

自
動
車
解
体
業

・
破
砕
業
の
許
可
・

届
出
の
受
付
が
始
ま
り
ま
す

自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル
法
の
施
行
に
よ

り、

7
月

1
日
以
降
、
使
用
済
の
自
動

車
の
解
体
業
・
破
砕
業

(有
価
物
の
み

を
取
り
扱
う
場
合
も
含
む
)
を
行
う
た

め
に
は
、
知
事
の
許
可
が
必
要
に
な
り

ま
す
の
で
、
大
洲
保
健
所
で
所
定
の
手

続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

7
月

1
日
時
点
で
既
に
解
体
業

・
破

砕
業
を
営
ま
れ
て
い
る
人
は
、

9
月
初

日
ま
で
は
営
業
を
で
き
ま
す
が
、
そ
れ

ま
で
に
次
の
手
続
き
が
必
要
に
な
り
ま

す
。

・
有
価
物
の
み
を
取
り
扱

っ
て
い
る
人

(
廃
棄
物
処
理
法
の
許
可
を
受
け
て
い

な
い
人
)
が
、
解
体
業
や
破
砕
業
を

行
う
場
合
は

「
許
可
申
請
」

が
必
要

水 道 広
告 24-4410 

建設 側
包 24- 3556 

水道 庖

~ 26 -0265 

居 鉄 工所
~ 24 -4519 

水道 工 事 庖
包 24-2583 

建設附
包 25-5335 

本

藤

央

山

j甫

回

土

品

ιコ

。対

淳

松

佐

西

中

7月17日出

7月18日(日)

7月19日(月)

7月24日出

で
す
0

・
廃
棄
物
処
理
法
の
収
集
運
搬
業
(
積

替
保
管
あ
り
)
ま
た
は
一
般
廃
棄
物

処
分
業
の
許
可
を
受
け
て
い
る
人
が
、

解
体
業
を
行
う
場
合
は

「
届
出
」

が、

ま
た
破
砕
業
を
行
う
場
合
は
、

「
許
可

申
請
」

が
そ
れ
ぞ
れ
必
要
で
す
。

-
廃
棄
物
処
理
法
の
産
業
廃
棄
物
処
分
業

の
許
可
を
受
け
て
い
る
人
が
、
解
体

業
を
行
う
場
合
も

「
届
出
」

が
必
要

で
す
。

受
付
開
始
日

7
月

l
日
(
木
)

許
可
申
請
手
数
料

解
体
業

7
8
，
0
0
0円

破
砕
業

8
4
，
0
0
0円

「
届
出
」
は
無
料
で
す
。

受
付
・
問
い
合
わ
せ
先

大
洲
保
健
所
衛
生
環
境
課

窓

@
3
1
6
5

戸Z
ふι

講

生

募

集

平
成
凶
年
度
在
職
者
訓
練
「
第
二
種

電
気
工
事
士
技
能
試
験
講
習
」
の
受
講

者
を
募
集
し
ま
す
。

受
講
期
間

2
日
間

A
1
日
目
》

7
月
口
日
(
土
)

午
後
l
時

1
午
後

5
時

《

2
日
目
》

7
月
時
日
(
日
)

午
前

8
時
初
分

l
午
後

5
時

ω分

場

所

県
立
宇
和
島
高
等
技
術
専
門

校

{
疋
目
貝

屋 住設

~ 24 -2541 

電工業
~ 24 -5351 

予伊

|附加ンタ- fi 25 - 1010 I 

固

自
国

初
名

(定
員
に
な
り
次
第
締

丸

鉄 工所
~ 25 - 0300 

の水道設 備

~ 24 -2216 

水道 工 事 庖
~ 24 - 3656 

塚

L、

4雇

(有)

(有)

岡

大

7月25日(日)

7月31日出

め
切
り
ま
す
)

費

用

受
講
料
・
材
料
費
無
料
(
テ

キ
ス
ト
は
各
自
購
入

l
，
3
0
0
円

程
度
)

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

県
立
宇
和
島
高
等
技
術
専
門
校

(
宇
和
島
市
柿
原
神
ノ
前

1
7
1
2
)

8
0
8
9
5
2
2
・
3
4
1
0

中
学
校
卒
業
程
度

認
定
試
験
の
お
知
ら
せ

病
気
や
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
事
由

に
よ
り
中
学
校
を
卒
業
で
き
な
か

っ
た

人
の
た
め
に
「
中
学
校
卒
業
程
度
認
定

試
験
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

対
象
は
、
平
成
げ
年

3
月
む
日
ま
で

に
満
日
歳
以
上
に
な
る
人
お
よ
び
日
本

国
籍
を
有
し
な
い
人
で
、
平
成
げ
年

3

月
白
日
ま
で
に
満
河
川
歳
以
上
に
な
る
人

で
す
。

試
験
日

日
月

1
日
(
月
)

試
験
場

愛
媛
県
庁
(
松
山
市

一
番
町
)

願
書
受
付
期
間

8
月

2
日
(
月
)
1
9
月

3
日
(
金
)

受
付
場
所

愛
媛
県
教
育
委
員
会
義
務
教
育
課

8
0
8
9
・
9
4
1
1
2
1
2

問
い
合
わ
せ
先

学
校
教
育
謀

包

@
2
1
1
1
(内
線
5
4
1
)

今
回
は
、
雨
に
泣
か
さ
れ
ま
し

た
。
毎
週
土
曜
か
日
曜
は
決
ま
っ

て
天
気
が
崩
れ
る
と
い
う
最
悪
の

状
況
で
し
た
。
雨
で
も
開
催
す
る

イ
ベ
ン
ト
あ
り
、
延
期
す
る
も
の

あ
り
で
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
季
節

は
、
も
っ
と
雨
に
振
り
回
さ
れ
ま

す
。
多
く
て
も
少
な
く
て
も
困
り

ま
す
。
い
ろ
い
ろ
考
え
て
も
仕
方

な
い
の
で
、
ひ
と
休
み
ひ
と
休
み
。

。
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内
相談内容 日 時な と 場所なと 問い合わせ先

人 権 平日 談 7月15日(木)/午前10時~正午 柳沢公民館
急ぐときは法務局 2'i24-4155 

(法務省) 7月20日伏)/午前10時~正午 市役所 3階会議室

人権擁護 委員による 毎週月・水・金曜日 法務局大洲支局
法務局大洲支局 2'i24-4155 

無 事ヰ キ目 ~ 齢E (休日を除く )午前 9時~午後4時 人権相談室

~i 政 ヰ目 ~ 誕.，. 
7月10日出/午前10時~午後4時 市民会館

急ぐときは 2'i24-5072 (山本)

(総務省) 2'i24-4294 (辻)

市民法律相談 7月10日比)/午前10時~午後4時 市民会館
※予約が必要。総務課行政係

まま24-2111 内線328

社会保険 相談
7月6日ω/午前10時~午後3時30分

大洲商工会議所
松山西社会保険事務所

7月21日附 /午前10時~午後3時30分 2'i089-925-51 05 

不 動 産 無料相談 7月15日休)/午前 9時~午後4時 宅建協会大洲支部 (有)上田喜六不動産 2'i24-4452 

:一般相談 毎週月 ・水木曜日
大洲市総合

心配ザと 法律相談
毎週火 ・ 曜日 受付は総合福祉センター 1階

』 l介護相談

毎時週、聞日金午は・曜年後い末日1ず年時れ拍一も午を午後除前く4 10時 ~正

福祉センター
社会福祉協議会窓口まで

相 談 ，(相談時間) (相談室直通)
2'i23-0313 

祝午 時 2'i23-5629 

家庭児童相談
月~金曜日/午前8時30分~午後5時15分

市役所高齢福祉課 2'i24-2111 内線169
祝日・年末年始を除〈

人権・同和問題に 月~金曜日/午前8時30分~午後5時15分 大洲隣保館 2'i24-6100 
関する何でも相談 祝日・年末年始を除〈 大洲福祉会舘 包 25-0947

青 少年相談室
月~金曜日/午前8時30分~午後5時15分

青少年センター 2'i24-7830 
祝日・年末年始を除く

ふれ愛スクール相談電話
月~木曜日/午前9時~午後4時

国立大洲青年の家 包 24-1414
祝日・年末年始を除く

案と司腕K
<<..，;. 談相

シ
リ
ー
ズ

-h州
の
苦
ば
む

ι
@

※いす、れも無料です。お気軽にご相談ください。

ち
ゆ
う
げ
ん

中
間
と
ば
け
も
の

大
洲

滝 宗
平房元
とのち文
い中fの
つ問fこ

訟召ろ

に使横
tど明
セに五

自

胃酸

あ
る
と
き
、
新
谷
へ
進
物

を
届
け
る
使
い
に
出
か
け
ま

し
た
。
帰
り
は
、
日
も
暮
れ

か
か
り
暗
い
夜
道
を
歩
い
て

帰
っ
て
い
る
と
、
歳
の
こ
ろ

宅温

二
十
七
、
八
歳
と
思
わ
れ
る
女

性
に
出
会
い
ま
し
た
。

一
樹
の
影
も
多
生
の
縁
と
、

を
し
な
が
ら
帰
っ
て
い
き
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
畳
間
通
っ
た

と
き
よ
り
も
道
が
遠
い
よ
う
に
感
じ
ら
れ
、
歩
け
ど
歩
け
ど
道

は
は
か
ど
り
ま
せ
ん
。
な
ぜ
だ
ろ
う
、
へ
ん
だ
な
あ
と
思
い
、

一
緒
に
話

ふ
と
、
後
ろ
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
あ
れ
ほ
ど
美
し
く
見
え

た
彼
女
が
、
に
わ
か
に
背
丈
三
メ
ー
ト
ル
ぼ
か
り
の
大
き
な
大

き
な
鬼
と
な

っ
て
、
今
に
も
、
つ
か
み
か
か
り
殺
そ
う
と
し
て

い
ま
し
た
。
滝
平
は
、
気
丈
で
力
に
も
自
信
が
あ
っ
た
の
で
、

す
ば
や
く
脇
差
を
抜
き
切
り
つ
け
ま
し
た
。
す
る
と
、
鬼
は
、
あ
っ

と
い
う
聞
に
い
な
く
な
り
消
え
失
せ
ま
し
た
。
や
れ
や
れ
恐
ろ

し
い
こ
と
だ
と
大
急
ぎ
で
家
に
帰
り
、
持
ち
物
の
重
箱
を
取
り

二
つ
に
切
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

出
し
て
み
る
と
、

大
洲
市
教
育
委
員
会
発
行

「
大
洲
の
昔
ぱ
な
し
と
里
う
た
」
第
特
話
か
ら

大洲市内の交通事故

5月末現在 昨年同期

件 数 127 108 

負傷者 167 143 

死者 2 。

き

平成16年5月31日現在

出生 25人 (一7)

死亡 33人 (-2) 

)内は対前月比

動の

39，027人(::1::0) 

18，641人 (-8) 

20，386人 (+8) 

14，912世帯(+26) 

民市

口

数

男

女

帯

人

世

今月の納税は

固 定資産 税 2期
国民健康保険税 1期

納期限は 8月2日です
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